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第3章 環境保全措置の内容、効果及び不確実性の程度 

3.1 環境保全措置の内容、効果及び不確実性の程度 

環境影響評価書「10.1 調査の結果の概要並びに予測及び評価の結果」に記載した環境保全措置の

内容、効果及び不確実性の程度は表 3-1～17 に示すとおりである。 

 

表 3-1 工事の実施に係る環境保全措置（大気環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×）

新たに
生じる
影響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

窒
素
酸
化
物
、
粉
じ
ん
等 

発
生
源
対
策 

乗り合いの
促進 

事
業
者 

工事関係者の通勤は、乗
り合いを促進し通勤車両
台数の削減を図ること
で、窒素酸化物の影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

窒素酸化
物・粉じ
ん等の影
響は小さ
くなる。 

○ 車両台数の削減に
より、効果が確実
である。 

なし 

 工事関係車
両台数の平
準化 

 工程調整により工事用資
材等搬出入車両台数の平
準化を図ることで、窒素
酸化物の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

窒素酸化
物・粉じ
ん等の影
響は小さ
くなる。 

○ 車両台数の削減に
より、効果が確実
である。 

なし 

   エコドライ
ブの徹底 

 急発進、急加速の禁止、
アイドリングストップの
励行により、排気ガスの
排出削減を図ることで窒
素酸化物の影響を低減で
きる。 

低
減 

採
用 

窒素酸化
物・粉じ
ん等の影
響は小さ
くなる。 

○ 排気ガスの排出削
減により、効果が
確実である。 

なし 

   散水  必要に応じて工事ヤード
や工事関係車両の走行
ルートに散水すること
で、粉じん等の影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

粉じん等
の影響は
小さくな
る。 

○ 発生量の減少によ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

  環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措
置の周知徹
底 

 工事中は定期的に会議等
を行い、環境保全措置の
内容について工事関係者
に周知徹底することで、
環境保全措置をより確実
に実行できる。 

低
減 

採
用 

窒素酸化
物・粉じ
ん等の影
響は小さ
くなる。 

○ 環境保全措置をよ
り確実に実行でき
る。 

なし 
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表 3-2 工事の実施に係る環境保全措置（大気環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×）

新たに
生じる
影響 

建
設
機
械
の
稼
働 

窒
素
酸
化
物
、
粉
じ
ん
等 

発
生
源
対
策 

建設機械の
適正配置 

事
業
者 

建設機械の適正配置及び
作業の効率化により、建
設機械の稼働台数の削減
に努めることで、窒素酸
化物、粉じん等の影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

建 設機械
による影
響は小さ
くなる。 

建設機械の適正
配置により、効果
が確実である。 

なし 

 
アイドリン
グストップ
の徹底 

 

作業待機時におけるアイ
ドリングストップを徹底
することで、窒素酸化物、
粉じん等の影響を低減で
きる。 

低
減 

採
用 

建 設機械
による影
響は小さ
くなる。 

排出量の減少に
より、効果が確実
である。 

なし 

   
排出ガス対
策型建設機
械の使用 

 

建設機械は、可能な限り排
出ガス対策型の建設機械
を使用することで、窒素酸
化物の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

建 設 機 械
による影
響は小さ
くなる。 

排出ガス対策型
の建設機械の使用
により、効果が確
実である。 

なし 

   
建設機械の
性能維持 

 

適切な点検・整備により
建設機械等の性能維持に
努めることで、窒素酸化
物、粉じん等の影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

建 設 機 械
による影
響は小さ
くなる。 

建設機械等の性能
維持により、効果
が確実である。 

なし 

   
散水等の実
施 

 

必要に応じて工事ヤード
や工事関係車両の走行
ルートに散水すること
で、粉じん等の影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

粉 じん等
の影響は
小さくな
る。 

○ 
発生量の減少によ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

  

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措
置の周知徹
底 

 

工事中は定期的に会議等
を行い、環境保全措置の
内容について工事関係者
に周知徹底することで、
環境保全措置をより確実
に実行できる。 

低
減 

採
用 

窒 素酸化
物・粉じん
等の影響
は小さく
なる。 

○ 
環境保全措置をよ
り確実に実行でき
る。 

なし 
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表 3-3 工事の実施に係る環境保全措置（大気環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×）

新たに
生じる
影響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

騒
音
、
振
動 

発
生
源
対
策 

乗り合いの
促進 

事
業
者 

工事関係者の通勤は、乗
り合いを促進し通勤車両
台数の削減を図ること
で、騒音、振動の影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

騒音、振動
の影響は
小さくな
る。 

○ 
車両台数の削減に
より、効果が確実
である。 

なし 

工事関係車
両台数の平
準化 

工程調整により工事用資
材等搬出入車両台数の平
準化を図ることで、騒音、
振動の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

騒音、振動
の影響は
小さくな
る。 

○ 
車両台数の削減に
より、効果が確実
である。 

なし 

エコドライ
ブの徹底 

急発進、急加速の禁止、ア
イドリングストップの励
行により、騒音、振動の影
響を低減できる。 

低
減 

採
用 

騒音、振動
の影響は
小さくな
る。 

○ 
騒音、振動の低減
により効果が確実
である。 

なし 

  

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措
置の周知徹
底 

工事中は定期的に会議等
を行い、環境保全措置の
内容について工事関係者
に周知徹底することで、
環境保全措置をより確実
に実行できる。 

低
減 

採
用 

騒音、振動
の影響は
小さくな
る。 

○ 
環境保全措置をよ
り確実に実行でき
る。 

なし 
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表 3-4 工事の実施に係る環境保全措置（大気環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状況
の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新た
に生
じる
影響 

建
設
機
械
の
稼
働 

騒
音
、
振
動 

発
生
源
対
策 

建設機械の
適正配置 

事
業
者 

建設機械の適正配置及
び作業の効率化によ
り、建設機械の稼働台
数の削減に努めること
で、騒音、振動の影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

建設機械
による影
響は小さ
くなる。 

○ 

建設機械の適正
配置により、効
果が確実であ
る。 

なし 

低騒音・低振
動型建設機
械の使用 

建設機械は、可能な限
り低騒音・低振動型の
建設機械を使用するこ
とで、騒音、振動の影響
を低減できる。 

低
減 

採
用 

建設機械に
よる影響は
小 さ く な
る。 

○ 

低騒音・低振動
型建設機械の使
用により、効果
が確実である。 

なし 

建設機械の
性能維持 

適切な点検・整備によ
り建設機械等の性能維
持に努めることで、騒
音、振動の影響を低減
できる。 

低
減 

採
用 

建設機械に
よる影響は
小 さ く な
る。 

○ 

低騒音・低振動
型建設機械の使
用により、効果
が確実である。 

なし 

アイドリン
グストップ
の徹底 

作業待機時におけるア
イドリングストップを
徹底することで、騒音、
振動の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

建設機械に
よる影響は
小 さ く な
る。 

○ 
騒音、振動の低
減により効果が
確実である。 

なし 

低振動の工
法の採用 

打撃式の杭打ち作業は
行わず、可能な限り低振
動となる工法を採用す
ることで、振動の影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

建設機械に
よる影響は
小 さ く な
る。 

○ 
振動の低減によ
り効果が確実で
ある。 

なし 

  

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措
置の周知徹
底 

工事中は定期的に会議
等を行い、環境保全措
置の内容について工事
関係者に周知徹底する
ことで、環境保全措置
をより確実に実行でき
る。 

低
減 

採
用 

騒音、振動
の影響は小
さくなる。 

○ 
環境保全措置を
より確実に実行
できる。 

なし 
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表 3-5 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（大気環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

施
設
の
稼
働 

騒
音
、
超
低
周
波
音 

発
生
源
対
策 

住宅等に配
慮した風力
発電施設の
配置 

事
業
者 

風力発電施設の配置位置
は、可能な限り民家等か
ら離れた場所を選定する
ことで、居住地に到達す
る騒音、超低周波音の影
響を低減できる。 

低
減 
採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

× 
騒音、超低周波音を
低減効果は不確実
である。 

なし 

風力発電施
設の設置基
数の削減 

風力発電施設の基数を８
基に削減し、音源を減ら
すことで、騒音、超低周
波音の影響を低減でき
る。 

低
減 
採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

騒音、超低周波音を
低減することによ
り、効果が確実であ
る。 

なし 

パワーレベ
ルの低い風
力発電施設
の採用 

可能な限りパワーレベル
の低い風力発電施設を採
用することで、騒音、超
低周波音の影響を低減で
きる。 

低
減 
採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

騒音、超低周波音を
低減することによ
り、効果が確実であ
る。 

なし 

適 切 な 点
検・整備の
実施 

風力発電施設の適切な点
検・整備を実施し、性能
維持に努め、騒音の原因
となる異常音等の発生を
低減することで、騒音、
超低周波音の影響を低減
できる。 

低
減 
採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

騒音、超低周波音を
低減することによ
り、効果が確実であ
る。 

なし 
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表 3-6 工事の実施に係る環境保全措置（水環境） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

水
の
濁
り 

発
生
源
対
策 

沈砂池の設
置 

事
業
者 

造成工事に当たっては、降雨
時における土砂の流出によ
る濁水の発生対策として、沈
砂池等濁水対策工を先行す
ることで、水の濁りを削減で
きる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水 SS 濃度の
低減により、効
果は確実であ
る。 

なし 

道路の側溝
の設置 

工事道路等の造成等によっ
て発生する濁水についても、
道路の側溝によって沈砂池
に集め、上澄み水のみを排水
することで、水の濁りを削減
できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水 SS 濃度の
低減により、効
果は確実であ
る。 

なし 

改変面積の
最小化 

風車ヤードや搬入路等の敷
設に伴う樹木の伐採や土地
の改変は、必要最小限にとど
めることで、水の濁りを削減
できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水の発生源
となる裸地の
減少により、効
果は確実であ
る。 

なし 

沈砂池排水
の土壌浸透
処理 

沈砂池排水は近接する林地
土壌に排水し、土壌浸透処理
することで、水の濁りを削減
できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

林地土壌に排
水させること
により、効果は
確実である。 

なし 

沈砂池の容
量の維持 

沈砂池は定期的に確認し、適
宜、排砂を行うことにより沈
砂機能の維持に努めること
で、水の濁りを削減できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水 SS 濃度の
低減により、効
果は確実であ
る。 

なし 

大規模な散
水はしない 

工事中はコンクリート養生
や粉じん防止のために散水
を行うものの、河川に影響を
与えるような大規模な散水
は行わないことで、水の濁り
を削減できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水 SS 濃度の
低減により、効
果は確実であ
る。 

なし 

在来種を用
いた緑化 

改変区域の法面緑化を可能
な限り早期に実施し、裸地の
減少に努めることで、水の濁
りを削減できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 

濁水の発生源
となる裸地の
減少により、効
果は確実であ
る。 

なし 

土砂流出防
止柵の設置 

土地を造成する箇所では、土
砂流出防止柵や沈砂池等を
設置することにより土砂の
流出による濁水の発生を削
減できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 
土砂流出の防
止により、効果
は確実である。 

なし 

  

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措
置の周知徹
底 

工事中は定期的に会議等を
行い、環境保全措置の内容に
ついて工事関係者に周知徹
底することで、環境保全措置
をより確実に実行できる。 

低
減 

採
用 

水環境へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 
環境保全措置
をより確実に
実行できる。 

なし 
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表 3-7 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（風車の影） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内
容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

施
設
の
稼
働 

風
車
の
影 

発
生
源
対
策 

住宅等に
配慮した
風力発電
施設の配
置 

事
業
者 

風力発電施設の配置位置
は、可能な限り民家等から
離れた場所を選定するこ
とで、居住地に到達する風
車の影の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

風車の影を低減
することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

風力発電
施設の設
置基数の
削減 

風力発電施設の基数を８
基に削減することで、風車
の影の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

風車の影を低減
することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

風力発電
施設の稼
働制限 

実気象を考慮して指針値
８時間を超過する住宅に
ついては、対象となる風力
発電施設の稼働制限を行
い、影が生じる時間を指針
値以内に抑えることで、風
車の影の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

風車の影を低減
することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

遮光カー
テン、ブラ
インド等
の設置、植
栽の実施 

万が一障害の発生した場
合には、遮光カーテン、ブ
ラインドの設置、植栽の実
施等をすることで、風車の
影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

風車の影を低減
することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

 

表 3-8 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（電波障害） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内
容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

施
設
の
稼
働 

電
波
障
害 

発
生
源
対
策 

住宅等に
配慮した
風力発電
施設の配
置 

事
業
者 

風力発電施設の配置位置
は、可能な限り民家等から
離れた場所を選定するこ
とで、電波障害の影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

電波障害の影響
を低減すること
により、効果が
確実である。 

なし 

風力発電
施設の設
置基数の
削減 

風力発電施設の基数を 8
基に削減することで、電波
障害の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

電波障害の影響
を低減すること
により、効果が
確実である。 

なし 

共同受信
施設の設
置等の受
信対策 

 

共同受信施設の設置等の
受信対策を行うことで、電
波障害の影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

施設の稼
働による
影響は小
さくなる。 

○ 

電波障害の影響
を低減すること
により、効果が
確実である。 

なし 
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表 3-9 工事の実施に係る環境保全措置（動物・生態系） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内
容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

（
海
域
に
生
息
す
る
も
の
を
除
く
） 

生
息
環
境
の
保
全 

風 力 発 電
施 設 の 設
置 基 数 の
削減 

事
業
者 

改変面積を削減し、動物の
生息環境への影響を低減で
きる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

生息環境への影
響の低減によ
り、効果は確実
である。 

なし 

風 力 発 電
施 設 の 配
置 の 見 直
し 

営巣中心域に隣接している
風力発電施設、衝突確率が
高い位置の風力発電施設に
ついては、より影響の少な
い位置に移動することで、
動物・生態系への影響が低
減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

× 
生息環境への影
響の低減効果は
不確実である。 

なし 

低騒音・低
振 動 型 建
設 機 械 の
使用 

 

建設機械は、可能な限り低
騒音・低振動型の建設機械
を使用することで、動物へ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

低騒音・低振動
型建設機械の使
用により、効果
が確実である。 

なし 

ロ ー ド キ
ル 等 の 事
故防止 

 

工事関係車両が走行する際
は、十分に減速し、ロードキ
ル等の事故を防止すること
で、動物・生態系への影響が
低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

ロードキル等の
事故を防止する
ことにより、効
果は確実であ
る。 

なし 

改 変 面 積
の最小化 

 

風力発電施設や道路等の配
置計画の見直し結果及び地
形や既存作業道等を十分考
慮した造成計画の策定によ
り、改変面積を最小限にと
どめたことで、動物・生態系
への影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

生息環境への影
響の低減によ
り、効果は確実
である。 

なし 

植 生 の 早
期回復 

 

工事後の施設の覆土として
表土を再利用して植生の早
期回復に努めることで、動
物・生態系への影響が低減
できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

生息環境の早期
回復により、効
果は確実であ
る。 

なし 

工 事 関 係
者 の 不 要
な 立 ち 入
りの制限 

 

工事関係者の改変区域外へ
の不要な立ち入りを行わな
いことで、動物・生態系への
影響が低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

不要な立ち入り
の制限により、
効果は確実であ
る。 

なし 

濁水防止  

造成裸地は、速やかに転圧、砕
石の敷設を行い濁水の発生を
低減することで、動物への影
響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 
濁水 SS濃度の低
減により、効果
は確実である。 

なし 

落 下 後 の
這い出し 

 

道路脇等の排水施設は、落
下した動物の這い出しが可
能となるような設計を行う
ことで、動物の生息環境の
分断を低減する。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 

落下後の這い出
しに配慮した構
造であることに
より、効果は確
実である。 

なし 

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環 境 保 全
措 置 の 周
知徹底 

 

工事中は定期的に会議等を
行い、環境保全措置の内容
について工事関係者に周知
徹底することで、環境保全
措置をより確実に実行でき
る。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 
環境保全措置を
より確実に実行
できる。 

なし 
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表 3-10 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（動物・生態系） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在
・
施
設
の
稼
働 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
生
息
地 

（
海
域
に
生
息
す
る
も
の
を
除
く
） 

生
息
環
境
の
保
全 

風力発電施
設の設置基
数の削減 

事
業
者 

風車ヤードや搬入路等の敷
設に伴う樹木の伐採や土地
の改変を、必要最小限にとど
めることで、動物・生態系へ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

改変面積の
最小化 

風力発電施設や道路等の配
置計画の見直し結果及び地
形や既存作業道等を十分考
慮した造成計画の策定によ
り、改変面積を最小限にとど
めたことで、動物・生態系へ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

× 生息環境への影
響の低減効果は
不確実である。 

なし 

関係者の不
要な立ち入
りの制限 

改変区域外への必要以上の
立ち入りを制限することに
より、動物の生息環境を保全
し、動物・生態系への影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 不要な立ち入り
を制限すること
により、効果が確
実である。 

なし 

バードスト
ライクの防
止 

鳥類の衝突確率の高い風力
発電施設については、稼働後
の事後調査結果等を踏まえ、
必要に応じて稼働制限を検
討することで、動物・生態系
への影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 風力発電施設の
稼働制限をする
ことにより、効果
が確実である。 

なし 

 必要に応じてブレードへの彩
色塗装やタワーへの日玉模様
の貼付等を行い、鳥類に対す
る風力発電施設の視認性を高
めることで、動物・生態系へ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

× バードストライ
クの防止効果は
不確実である。 

なし 

風力発電施
設に接近す
る可能性の
低減 

ヤード内を砂利敷等にして
草が生えにくくし、希少猛禽
類の餌場になることを防ぎ
接近する可能性を低減させ
ることで、動物・生態系への
影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

× 風力発電施設に
接近する可能性
の低減効果は不
確実である。 

なし 

環境影響に
配慮した送
電線の敷設 

鳥類の飛翔の妨げとなるこ
とを防ぐため、可能な限り電
線路を地下へ埋設し、空域を
広く確保することに努める。
また、鳥類がとまり場として
電線を利用することも回避
されるため、風力発電施設へ
の誘引も低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 移動空間を確保
することにより、
効果は確実であ
る。 

なし 

落下後の這
い出し対策
及び移動経
路の確保 

道路脇等の排水施設は、落下
した動物の這い出しが可能
となるような設計を行うこ
とで、動物の生息環境の分断
を低減する。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 落下後の這い出
しに配慮した構
造であることに
より、効果は確実
である。 

なし 

夜間照明の
不使用 

風力発電施設への誘引によ
る衝突等を防止するため、夜
間照明を実施しないことか
ら、動物・生態系への影響が
低減できる。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 夜間照明の不使
用により、効果は
確実である。 

なし 

フ ェ ザ ー
モードの実
施 

カットイン風速以下では、ブ
レードをほとんど回転させな
いフェザーモード（ブレード
は風を受け流す向きとなるこ
と）を実施することで、動物へ
の影響を低減できる可能性が
ある。 

低
減 

採
用 

動物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

× バットストライ
ク防止効果は不
確実である。 

なし 
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表 3-11 工事の実施に係る環境保全措置（植物・生態系） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内
容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
群
落 

（
海
域
に
生
息
す
る
も
の
を
除
く
） 

生
育
環
境
の
保
全 

風力発電
施設の設
置基数の
削減 

事
業
者 

風車ヤードや搬入路等の
敷設に伴う樹木の伐採や
土地の改変を、必要最小限
にとどめることで、植物・
生態系への影響を低減で
きる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

改変面積
の最小化 

 

風力発電施設や道路等の
配置計画の見直し結果及
び地形や既存作業道等を
十分考慮した造成計画の
策定により、改変面積を最
小限にとどめたことで、動
物・生態系への影響を低減
できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

重要種の
移植 

 重要な種は生育環境の保
全を基本とするが、計画上
やむを得ない場合には、専
門家の助言を受け、対象事
業実施区域内において、生
育地と同様の環境に移植
することにより、個体群の
保全を図る。 

代
償 

採
用 

植物への
影響は小
さくなる。 

× 移植地における
生育は不確実で
ある。 

なし 

植生の早
期回復 

 土木工事の際には表土を
覆土として再利用するこ
とで、現状の植生の早期回
復に努める。さらに、造成
により生じた法面には、極
力在来種や自生種を用い
た緑化を行うことで、植
物・生態系への影響が低減
できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 早期の緑化によ
り、効果は確実で
ある。 

なし 

外来種の
分布拡大
防止 

 工事中においては外部から
種子を持ち込まないように
工事車両のタイヤ、土木工
具、作業靴の洗浄を行う。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 外来種の侵入防
止対策等により、
効果は確実であ
る。 

なし 

 残土の輸送時にはダンプの
荷台をシートで覆う等によ
り外来種の飛散防止に努め
ることで、植物・生態系へ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 外来種の飛散防
止措置等により、
効果は確実であ
る。 

なし 

 外来種の生育地付近では通
勤車両の走行を控えるとと
もに、工事関係車両につい
ては低速走行の徹底により
外来種の拡散防止に努める
ことで、植物・生態系への
影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 外来種の飛散防
止措置等により、
効果は確実であ
る。 

なし 

 既存の道路沿いに生育す
る外来種の分布拡大を防
ぐため、刈り取り等の予防
的防除を実施する。なお、
刈り取り等の実施に伴う
種子散布による分布拡大
防止のため、種子の生産時
期を考慮する。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 外来種の予防的
防除等により、効
果は確実である。 

なし 
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表 3-12 工事の実施に係る環境保全措置（植物・生態系） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内
容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
群
落
（
海
域
に
生
息
す
る
も
の
を
除
く
） 

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

工事関係
者の不要
な立ち入
りの制限 

事
業
者 

工事関係者の改変区域外
への不要な立ち入りを行
わないことで、植物・生態
系への影響が低減できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 不要な立ち入り
の制限により、
効果は確実であ
る。 

なし 

濁水防止  風力発電施設の建設や搬
入路の敷設の際に掘削さ
れる土砂等に関しては、土
砂流出防止柵や沈砂池等
を設置することにより流
出を防止し濁水の発生を
低減することで、植物・生
態系への影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 濁水 SS 濃度の低
減により、効果は
確実である。 

なし 

環境保全
措置の周
知徹底 

 工事中は定期的に会議等
を行い、環境保全措置の内
容について工事関係者に
周知徹底することで、環境
保全措置をより確実に実
行できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 環境保全措置を
より確実に実行
できる。 

なし 

 

表 3-13 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（植物・生態系） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

重
要
な
種
及
び
注
目
す
べ
き
群
落
（
海
域
に
生
息
す
る
も
の
を
除
く
） 

生
育
環
境
の
保
全 

風力発電施設
の設置基数の
削減 

事
業
者 

風車ヤードや搬入路等
の敷設に伴う樹木の伐
採や土地の改変を、必
要最小限にとどめるこ
とで、植物・生態系への
影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実
である。 

なし 

植生の早期回
復 

 土木工事の際には表土
覆土として再利用する
ことで、現状の植生の
早期回復に努める。さ
らに、造成により生じ
た法面には、極力在来
種や自生種を用いた緑
化を行うことで、植物・
生態系への影響が低減
できる。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 早期の緑化によ
り、効果は確実
である。 

なし 

重要種の移植  重要種は生育環境の保
全を基本とするが、計
画上やむを得ない場合
には、専門家の助言を
受け、生育地と同様の
環境に移植することに
より、個体群の保全を
図る。 

代
償 

採
用 

植物への
影響は小
さくなる。 

× 移植地における
生育は不確実で
ある。 

なし 

 



 

180 

表 3-14 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（景観） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝×） 

新たに
生じる
影響 

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
並
び
に
主
要
な
眺
望
景
観 

眺
望
景
観
の
保
全 

風力発電施設
の設置基数の
削減 

事
業
者 

視認できる風力発電施
設の基数を削減するこ
とで、景観への影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

景観への
影響は小
さくなる。 

○ 眺望景観の変化
を最小限とする
ことにより、効
果は確実であ
る。 

なし 

改変面積の最
小化 

 地形や既存作業道等を
十分考慮した造成計画
の策定により、改変面
積を最小限にとどめた
ことで、景観への影響
を低減できる。 

低
減 

採
用 

景観への
影響は小
さくなる。 

○ 眺望景観の変化
を最小限とする
ことにより、効
果は確実であ
る。 

なし 

色彩上の配慮 

 

周囲の景観になじみや
すいように彩度を抑え
た塗装とすることで、
景観への影響が低減で
きる。 

低
減 

採
用 

色彩上の
配慮によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 眺望景観の変化
を最小限とする
ことにより、効
果は確実であ
る。 

なし 

在来種を用い
た緑化及び植
生の早期回復 

 土木工事の際には表土
を覆土として再利用す
ることで、現状の植生
の早期回復に努める。
さらに、造成により生
じた法面には、極力在
来種を用いた緑化を行
うことで、景観への影
響が低減できる。 

低
減 

採
用 

景観への
影響は小
さくなる。 

○ 早期の緑化によ
り、効果は確実
である。 

なし 

工事用道路の
法面の緑化 

 工事用道路の法面につ
いては、早期に緑化を
行うことで、景観への
影響を低減できる。 
 

低
減 

採
用 

景観への
影響は小
さくなる。 

○ 工事用道路の法
面を早期に緑化
することによ
り、効果は確実
である。 

なし 
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表 3-15 工事の実施に係る環境保全措置（人と自然との触れ合いの活動の場） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝

×） 

新たに
生じる
影響 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

発
生
源
対
策 

乗り合いの促
進 

事
業
者 

工事関係者の通勤は、
乗り合いを促進し通勤
車両台数の削減を図る
ことで、アクセスルー
トへの影響を低減でき
る。 

低
減 

採
用 

工事関係
車両によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 車両台数の減少
により、効果が
確実である。 

なし 

発生土の場外
搬出を最小化 

 切土、掘削工事に伴う
発生土は、埋め戻し、盛
土及び敷き均しに利用
し、場外への搬出は最
小限とする。 

低
減 

採
用 

工事関係
車両によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 車両台数の減少
により、効果が
確実である。 

なし 

工事関係車両
台数の平準化 

 

工程調整により工事用
資材等搬出入車両台数
の平準化を図ること
で、アクセスルートへ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

工事関係
車両によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 車両台数の減少
により、効果が
確実である。 

なし 

エコドライブ
の徹底 

 急発進、急加速の禁止、
アイドリングストップ
の励行等により、アク
セスルートへの影響を
低減できる。 

低
減 

採
用 

工事関係
車両によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 利用者への配慮
により、効果が
確実である。 

なし 

イベント開催
時の配慮 

 工事関係車両の主要な
走行ルート周辺で主要
な人と自然との触れ合
いの活動の場において
催されるイベントにつ
いては、随時、関係機関
等に確認し、アクセス
が集中する可能性があ
るイベントが工事日に
開催される場合には、
開催日の工事関係車両
の走行をできる限り控
える等、配慮すること
で、アクセスルートへ
の影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

工事関係
車両によ
る影響は
小さくな
る。 

○ 車両台数の減少
により、効果が
確実である。 

なし 

環
境
保
全
措
置
の
確
実
な
実
施 

環境保全措置
の周知徹底 

 工事中は定期的に会議
等を行い、環境保全措
置の内容について工事
関係者に周知徹底する
ことで、環境保全措置
をより確実に実行でき
る。 

低
減 

採
用 

植物・生態
系への影
響は小さ
くなる。 

○ 環境保全措置を
より確実に実行
できる。 

なし 
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表 3-16 土地又は工作物の存在及び供用に係る環境保全措置（人と自然との触れ合いの活動の場） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝

×） 

新たに
生じる
影響 

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用 

主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場 

発
生
源
対
策 

風力発電施設
の設置基数の
削減 

事
業
者 

風車ヤードや搬入路等
の敷設に伴う樹木の伐
採や土地の改変を、必
要最小限にとどめるこ
とで、人と自然との触
れ合いの活動の場への
影響を低減できる。 

低
減 

採
用 

人と自然
との触れ
合いの活
動の場へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

 

改変面積の最
小化 

 

作業ヤードとしての造
成範囲は地形の起伏を
考慮し、必要最小限に
とどめることで、人と
自然との触れ合いの活
動の場への影響を低減
できる。 

低
減 

採
用 

人と自然
との触れ
合いの活
動の場へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 改変面積を最小
化することによ
り、効果が確実で
ある。 

なし 

 

植生の早期回
復 

 樹木の伐採を最小限と
し、造成により生じた
切盛法面は地表の状況
に応じた適切な緑化を
行い、植生の早期回復
を図ることで、人と自
然との触れ合いの活動
の場への影響が低減で
きる。 

低
減 

採
用 

人と自然
との触れ
合いの活
動の場へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 早期の緑化によ
り、効果は確実で
ある。 

なし 

 

色彩上の配慮 

 

周囲の景観になじみや
すいように彩度を抑え
た塗装とすることで、
人と自然との触れ合い
の活動の場への影響が
低減できる。 

低
減 

採
用 

人と自然
との触れ
合いの活
動の場へ
の影響は
小さくな
る。 

○ 色彩上の配慮に
より、効果は確実
である。 

なし 

 

表 3-17 工事の実施に係る環境保全措置（廃棄物等） 

影
響
要
因 

環
境
要
素 

検
討
の
視
点 

環境保全 
措置の内容 

実
施
主
体 

環境保全措置の効果 

措
置
の
区
分 

採
用
の
有
無 

環境の状
況の変化 

効果の不確実性 
（なし＝○、あり＝

×） 

新たに
生じる
影響 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

産
業
廃
棄
物 

環
境
負
荷
の
低
減 

廃棄物の発生
量の削減 

事
業
者 

産業廃棄物は可能な限
り有効利用に努め、発
生量を削減すること
で、環境負荷を低減で
きる。 

低
減 

採
用 

環境負荷
は小さく
なる。 

○ 廃棄物の発生量
を最小限とする
ことにより、効果
は確実である。 

なし 

廃棄物の適正
処理 

 

分別収集・再利用が困
難な産業廃棄物は、専
門の処理会社に委託
し、適正に処理するこ
とで、環境負荷を低減
できる。 

低
減 

採
用 

環境負荷
は小さく
なる。 

○ 法令等に基づき
適正に処理する
ことで、効果が確
実である。 

なし 

残
土 

改変面積の最
小化 

 地形等を十分考慮し、
用地管理者との協議の
もとに改変面積を最小
限にとどめることで、
廃棄物等への影響を低
減できる。 

低
減 

採
用 

環境負荷
は小さく
なる。 

○ 改変面積を最小
化することで、効
果は確実である。 

なし 

掘削土の場内
利用 

 切土、掘削工事に伴う発
生土は、埋め戻し、盛土
及び敷き均しに利用し、
場外への搬出は最小限
とすることで、環境負荷
を低減できる。 

低
減 

採
用 

環境負荷
は小さく
なる。 

○ 残土を発生させ
ないことで、効果
は確実である。 

なし 

      




